
 （１）利用者延人数

利用者 保護者 教員 その他 合　計 前年同期
前年度比

増減数

小学校 2,545 5,937 175 15,285 16,992 -1,707

中学校 946 3,039 166 6,145 5,018 1,127

21,430 22,010 -580

 （２）内容別延件数

保護者 教員 その他 合 計 前年同期 前年度比 保護者 教員 その他 合 計 前年同期 前年度比

回数 回数 回数 回数 回数 増減数 回数 回数 回数 回数 回数 増減数

932 1,235 19 3,071 3,085 -14 466 1,083 68 2,299 2,193 105

14 79 0 144 119 25 9 64 1 91 19 67

15 44 1 83 79 4 1 5 0 6 18 -12

20 90 0 174 64 110 8 26 0 51 54 -4

163 740 0 2,008 1,819 189 33 255 11 489 255 232

10 83 23 147 115 32 1 28 3 41 10 27

1 1 0 6 6 0 3 0 4 4

0 0 0 0 68 -68 0 0 0 0 0 0

0 2 0 4 12 -8 0 3 0 7 2 2

204 512 20 1,235 952 283 35 228 10 424 378 45

397 1,131 19 2,961 2,372 589 126 677 9 1,262 556 704

557 1,161 40 2,502 1,725 777 139 295 7 527 246 279

11 64 2 99 4 95 2 7 0 9 5 2

106 232 4 479 732 -253 113 140 2 395 361 33

115 563 47 2,372 13 225 55 540

3,126 390

145 37

2 25

自己理解 100 39

247 41

113 73

99 22

1,281 255

自殺企図 0 0

1 0

732 39

2,545 5,937 175 15,285 16,992 -1,707 946 3,039 166 6,145 5,018 1,127

⑨心身の健康・保健
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　今年度から削除された主な項目については、「性格・行動」（小：3,126件、中：390件）、「話相手」（小：1,281件、中：255件）（ともに令和６年度実績）などが挙げられる。

宗教に起因する悩み

人数

③友人・教職員等との問題

④虐待

非行・不良行為

相談内容

利用者 小学校 中学校

64

1,105

31

生活習慣

その他（令和６年度数値）

部活等

子育て

カウンセリングの方法

学外との連携

※東京都の様式変更に伴い、令和６・７年度でそれぞれ相談内容の項目が異なります。項目が一致しているものについては、昨年度との比較を記載。

※⑬その他は話相手、情報共有、行動観察、WISC実施等
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令和7年度　スクールカウンセラーの利用状況報告について

【主な特徴】

○小学校では、①長期欠席・不登校が最も多く、次に⑨心身の健康・保健，⑩発達障害等の順に多い。昨年度と比較して「心身の健康・保健」

（前年度比５８９件増）、「発達障害等」（前年度比７７７件増）の伸びが大きい。

　中学校では、①長期欠席・不登校が最も多く、次に⑨心身の健康・保健、⑩発達障害等の順に多い。昨年度と比較して「友人・教職員等との

問題」（前年度比２３４件増）、「心身の健康・保健」（前年度比７０６件増）、「発達障害等」（前年度比２８１件増）の伸びが大きい。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生

⑤性的な被害

⑥貧困の問題

⑦ヤングケアラー

⑧家庭環境

①長期欠席・不登校

暴力行為
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②問題行動等

⑩発達障害等

⑪性的マイノリティ

⑫学習・進路
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